
　
成
年
後
見
制
度
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
本
人
と
の
契
約
で
行
う
こ
と

へ
と
大
き
く
変
わ
っ
た
介
護
保
険

制
度
と
同
じ
く
平
成
一
二
年
に
誕

生
し
ま
し
た
。
認
知
症
や
知
的
障

が
い
・
精
神
障
が
い
等
に
よ
り
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
も
契
約

で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

人
の
身
上
保
護
（
※
１
）
や
財
産

管
理
等
の
法
律
行
為
を
支
え
る
制

度
で
す
。

　
高
齢
化
率
、
独
居
率
が
年
々
増

加
し
、
二
〇
二
五
年
に
は
認
知
症

の
方
が
五
人
に
一
人
と
い
わ
れ
る

状
況
で
不
安
ご
と
が
重
な
る
な

か
、
成
年
後
見
制
度
は
そ
れ
を
支

え
る
重
要
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

る
も
の
の
、
様
々
な
理
由
か
ら
現

在
で
も
充
分
な
利
用
に
い
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
制
度
を
必
要
と
す
る

方
が
適
切
に
制
度
利
用
に
つ
な
が

る
こ
と
、
本
人
に
ふ
さ
わ
し
い
制

度
活
用
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
活

用
し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

本
人
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
地
域
全
体
で
支
え
合
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
、
み

や
こ
圏
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー（
広

域
型
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

主
な
役
割
は
次
の
と
お
り
で

す
。

♦
広
報
・
啓
発

　
制
度
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

広
め
る
た
め
市
民
や
関
係
機
関
の

方
々
に
研
修
会
等
を
開
催
し
ま

す
。

♦
本
人
を
中
心
と
し
た
地
域
連
携

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
本
人
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
利
用

に
む
け
て
、
本
人
を
中
心
と
し
た

多
様
な
支
援
者
の
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
本
人
を
後
見
人
と
と
も
に
支

え
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

♦
相
談
支
援

　
住
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
、
行
政

担
当
窓
口
と
連
携
し
、
成
年
後
見

制
度
利
用
に
関
す
る
相
談
支
援
機

能
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

制
度
利
用
の
手
続
き
や
提
出
書
類

の
作
成
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま

す
。

　
制
度
自
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
相
談

も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
最
寄
り

の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

み
や
こ
社
協
だ
よ
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み
や
こ
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協
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よ
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寄
付
の
お
礼

寄
付
の
お
礼

編
集
後
記

　
10
月
30
日
㈰
、
宮
古
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
周
辺
を
会
場
に
、「
第

17
回
宮
古
市
社
会
福
祉
大
会
」
と
、
市
内
の
福
祉
作
業
所
や
地
域
で
サ

ロ
ン
活
動
を
し
て
い
る
方
々
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
第
34
回
み
や

こ
わ
く
わ
く
ま
つ
り
」
を
併
催
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
で
し
た
が
、
会
場
に
は
淹
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
の
い
い
香
り
や
、

人
と
ひ
と
が
交
流
す
る
楽
し
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
、
様
々
な
年
代
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
“
賑
わ
い
”
が
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
む
っ
て
い
い
も
の
で
す
ね
。

　
今
年
も
早
い
も
の
で
年
末
を
迎
え
ま
し
た
。
寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。　
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
②

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
②

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

※
１　
本
人
宅
へ
の
定
期
訪
問
、
生

活
環
境
の
整
備
、
施
設
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
・
変
更
、
入
院
等
の
手

続
き
な
ど

〜
み
や
こ
圏
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
〜

〜
み
や
こ
圏
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
〜

協議会
（広域圏域）

・チームのバックアップ
・協議会の事務局

弁護士会 地域包括支援センター

司法書士会 医療機関

社会福祉士会 障がい者相談支援センター

医療・福祉関係団体 社会福祉協議会

金融機関 民生委員、自治会など

家庭裁判所 市町村

チーム
（日常生活圏域）

介護サービス事業者
障害福祉サービス事業者

介護支援専門員
相談支援専門員

親  族

医療機関民生委員
地域住民

本人 後見人等

みやこ圏域成年後見センター

判断能力の有無に関わらず、
尊厳のある本人らしい生活を送られるよう、

社会全体で支え合いながら、みんなで地域を創っていく

地域連携ネットワーク

（
期
間　
５
月
31
日
〜
10
月
31
日
）

【
寄
付
金
】

◆
リ
ズ
ム
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
，
４
０
０
円

◆
ほ
っ
と
ほ
ー
む
さ
く
ら
会
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

◆
岩
手
県
立
宮
古
高
等
学
校
２
学
年
有
志
様　
　
　
　
　
　
　
６
，
４
１
１
円

【
物
品
寄
付
】

◆
明
治
安
田
生
命
宮
古
営
業
所
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
菓
子
・
文
房
具

◆
天
理
教
宮
古
分
教
会　
代
表
役
員　
高
橋
邦
之
様　
　
　
　
　
　
　
　
食
品

◆
大
森
シ
ミ
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク

◆
ウ
イ
ン
ズ
宮
古
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
菓
子

◆
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
宮
古
電
力
セ
ン
タ
ー

　
所
長　
小
原
武
義
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
蓄
非
常
食

◆
前
山
優
子
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
用
品

◆
藤
井
博
美
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
類
・
バ
ッ
グ

◆
株
式
会
社
岩
手
銀
行
宮
古
中
央
支
店
様　
　
　
　
　
　
　
　
非
常
用
食
料
品

◆
株
式
会
社
テ
レ
ビ
岩
手　
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
椅
子
対
応
体
重
計

◆
慶
德
雄
二
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
菓
子

◆
カ
フ
ェ
温
心
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
品

◆
宮
古
市
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合　
理
事
長　
坂
下
昭
弘
様　
　
　
飲
料
品

◆
中
屋
惠
久
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
籍

◆
マ
リ
ン
コ
ー
プ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
品

◆
連
合
岩
手
宮
古
地
域
協
議
会
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
品

◆
野
崎
ふ
み
子
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
籍
・
文
房
具

◆
社
会
福
祉
法
人
恵
心
会　
理
事
長　
富
野
清
吾
様　
　
　
　
食
品
・
日
用
品

令和４年度
社協会費受付状況

合計金額 15,990,353円
（令和４年度 10 月 31 日現在）

　今年度も市民の皆様並びに法人・事業所の
皆様からたくさんのご協力をいただき、誠に
ありがとうございます。
　皆様からお寄せいただきました会費は、社
協活動の貴重な財源として地域福祉活動推進
のため大切に活用させてい
ただきます。
　今後とも、社協の活動に
ご支援とご協力をお願い申
し上げます。

生活福祉資金〈教育支援資金〉貸付のご案内生活福祉資金〈教育支援資金〉貸付のご案内
　低所得世帯を対象に、修学に必要な費用を貸付
及び必要な相談支援を行うことにより、その世帯
の生活の安定と在宅福祉、社会参加の促進を図る
ことを目的としています。

　・この資金は、日本学生支援機構の奨学金制度や、
　　国の教育ローン、母子父子寡婦福祉資金貸付（母
　　子父子世帯の方）などの、他の制度の利用が優
　　先となります。
　・申請時には、修学する生徒、保護者、お住まい
　　の地区の民生委員、当協議会職員で面談を行い
　　ます。
　・申し込みから資金交付までは約１か月かかります。

資金種別 教育支援費（授業料等の修学費用）

貸　付
限度額

高校　月 35,000 円以内
短大　月 60,000 円以内
専門　月 60,000 円以内
大学　月 65,000 円以内

50万円以内

就学支度費（入学金、制服等）

償還期間：20 年以内
貸付利子：無利子

◆ご相談については、必ず一度お電話ください。
　この貸付制度の利用には要件があります。詳
しくは最寄りの宮古市社会福祉協議会各セン
ターにお問い合わせください。
受付対応：月～金曜日 8：15 ～ 17：15（祝日を除く）

特例貸付終了のご案内
　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や
失業等で生活資金にお困りの方を対象とした「緊
急小口資金特例貸付」及び「総合支援資金特例貸付」
は、令和 4 年 9 月 30 日㈮をもって終了いたしま
した。

内　
訳

一 般 会 費

法 人 会 費

特 別 会 費

14,099,353 円

1,449,000 円

442,000 円
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実施期間 12 月１日から 12 月 31 日まで
令和４年度 令和４年度 歳末たすけあい運動歳末たすけあい運動がが始まります始まります

スローガン  つながり  ささえあう  みんなの地域づくりつながり  ささえあう  みんなの地域づくり
　歳末たすけあい運動は、共同募金運動の一環として、地域住民やボランティア、民生委員・児童
委員等の協力のもと、新たな年を迎える時期に支援を必要としている方々が、地域で安心して暮ら
すことができるよう、様々な福祉活動を歳末の時期に重点的に行うための募金活動です。
　ご無理のない範囲で、今年もあたたかいご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

今年度の配分計画は次のとおりです。
【対象】
〇介護者
　　日常寝たきりの状態にある高齢者（要介護
　4 又は 5 相当）及び常時介護を必要とする認
　知症高齢者を在宅で介護している世帯
〇在宅心身障がい児・者
　　歩行、食事、排泄、入浴等、日常生活にお
　いて自立が困難であり、常時介護を要する状
　態にある在宅心身障がい児・者がいる世帯
〇出生世帯
　　宮古市内に在住し、令和 3 年 12 月 2 日か
　ら令和 4 年 12 月 1 日までに出生した子がい
　る世帯
　お子さまがお生まれになった世帯の皆さまへ
　　該当する世帯の方は令和５年1月13日（金）
　までに社会福祉協議会またはお住まいの地区
　の民生委員・児童委員へお問い合わせください。
　 （期間を過ぎると配分できませんのでご注意
　ください。）

これらの配分単価、配分金額は、12 月上旬に行われる宮古市共同募金委員会運営委員会で決定され、12 月中旬から下旬
にかけて配分されます。

在
宅
者
配
分
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ
、
直
接
対
象
者
へ

お
届
け
し
ま
す
。

〇団体配分
　対象：次の団体が実施する年末年始行事への
　　　　支援（活動経費の一部として）
　１　自主的、自発的に活動している障がい児
　　　（者）、難病がある人々の当事者団体
　２　子育て自主サークル
　３　私立、無認可保育園
〇事業配分（助成事業）
 ・事業名
　「みんなでささえあうあったかい地域づくり支援事業」
 ・対象　市内に活動の拠点を置き、小地域で住  
　　　　民を対象とした福祉活動を展開してい
　　　　る住民グループ、非営利団体（町内自
　　　　治会、子ども会、高齢者サロンなど）が、
　　　　住民参加のもと地域福祉の充実のため
　　　　年末年始の期間に行なう活動への支援
　　　　（事業経費の一部として）
 ・助成総額　150 万円（１団体上限 6 万円）　
　　　　　　　　　　　　※対象外経費あり。
 ・その他　他の補助金等公的支援を受けていな
　　　　　い事業が対象

地
域
福
祉
活
動
配
分

※
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

一般公募助成「赤い羽根  じぶんの町をよくする活動応援事業」

　この事業は、「じぶんの町をよくする活動」を応援することを目的にした公募型助成で、赤い羽根共
同募金を財源としています。

○申請受付期間
令和 4 年 12 月 15 日（木）～令和 5 年１月 15 日（日）※必着
○対象団体

○助成限度額

○採択要件等

宮古市内に拠点を置く民間団体・グループ（町内自治会、ボランティア団体・ＮＰＯ法人など）。

助成総額 80 万円（総額のうち複数の団体を採択します）

・自分たちの地域をより良くするために、地域の課題解決に向けた取り組みをすすめる事業を採択します。
・新規事業でも、今後継続していく中で、地域づくり、福祉のまちづくりが期待できる事業を採択します。
・自団体が従来から行う活動の充実のみに留まるものや、物品購入を主目的にしているものは除きます。
・他の補助金や公的資金を受けている事業は申請の対象となりません。
○申請書類について
　宮古市総合福祉センター他、田老、新里、川井各事務局で準備しております。なお、書類をお渡
しする際に、応募に係る詳細をご説明します。
※詳しいお問い合わせは、宮古市共同募金委員会事務局（☎ 77-3061）までお問い合わせください。

第34回宮古市福祉作文・標語コンクール〜入賞作品決定〜
　今年度の福祉作文・標語コンクールには、作文の部に全 75
点（小学校の部 16 点、中学校の部 27 点、高等学校・一般の
部　32 点）、標語の部に 307 名、合計 492 点の応募をいただ
きました。　
　この中から、9 月中旬に行われた審査会にて入賞作品 34 点
が決定しました。表彰式は 10 月 30 日（日）、宮古市民文化会
館大ホールで行われた、第17回宮古市社会福祉大会内で行い
ました。入賞者の皆さま、おめでとうございます。

「作文部門」入賞者「作文部門」入賞者

「標語部門」入賞者「標語部門」入賞者

おじいちゃんは、はつめいか
おばあちゃんはおばあちゃん
助けるときの勇気
ゆっくりでいいよ
ひいおばあちゃんと家族
たくさんの病院の方々
一人でもできることを
私のひいおばあちゃん
認知症との関わり
誰もが住みやすい宮古市にするために

「ありがとう」をきっかけに
地域の温かさ
普段の暮らしの幸せ
家族みんなで
僕にできること
自分が持つべきもの
手で繁がる未来
誰にでもやさしい社会に
変化と向き合う
身近な福祉
挨拶と心の距離
子どもの可能性は無限大
福祉活動を通して感じたこと
人の幸せ
幸せの形
全ての人が住みやすいまちに
認知症のけいけん
難解な「お先にどうぞ」
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宮古市立山口小学校
宮古市立宮古小学校
宮古市立宮古小学校
宮古市立新里小学校
宮古市立崎山小学校
宮古市立崎山小学校
宮古市立宮古小学校
宮古市立宮古西中学校
宮古市立宮古西中学校
宮古市立河南中学校
宮古市立第一中学校
宮古市立河南中学校
宮古市立河南中学校
宮古市立宮古西中学校
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宮古市立第一中学校
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岩手県立宮古高等学校 2 年
岩手県立宮古高等学校 2 年
岩手県立宮古高等学校 2 年
岩手県立宮古高等学校 2 年
岩手県立宮古高等学校 2 年
宮古市立山口小学校　 4 年
岩手県立宮古高等学校 2 年
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宮古市立宮古西中学校 3 年
宮古市立磯鶏小学校　 4 年
宮古市立新里中学校　 2 年
岩手県立宮古高等学校 1 年
一　般	
宮古市立磯鶏小学校　 3 年
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学　　　　校 名　　前
違い知り　違い認める　大切さ	
きみはきみ　ちがう色でね　いいんだよ

「どうしたの？」勇気の一声　やさしさの声
あいさつは　地域の人との　かけはしだ
支え合う　笑顔でつながる　地域の輪
さしのべる　あたたかい手は　たから物

標　　　　　　語賞

小 学 校 の 部
高等学校・一般の部

特　　選

入　　選

佳　　作

令和５年度配分希望団体を募集します！

怜

第17回宮古市社会福祉大会にて、作文を朗読する
石曽根 萌音さん（作文の部　高校・一般の部最優秀賞）


